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に分類し、眼圧日内変動を含めた各臨床因子についての比較、検討を行った。                                    
  
研究方法   
   48時間眼圧日内変動測定、および Humphrey Visual Field Analyzer中心 30-2プロ
グラム視野検査を 3回以上施行した開放隅角緑内障患者 29例 47眼を対象とした。視















が難しく進行しやすい傾向があり、改めて日内変動測定の重要性が再確認された。                                  
 
結論 
   開放隅角緑内障患者の治療にあたり、患者の年齢と眼圧日内変動の結果を加味して
患者個別の治療戦略を立てる必要があるものと考えられた。               
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論文題名 
Prognostic factors for progression of visual field deterioration in patients 
with primary open-angle glaucoma. 
（開放隅角緑内障患者における視野障害進行因子の検討） 
結果の要旨 
緑内障は、眼圧上昇などにより不可逆性の視神経障害とそれに一致した視野障害を呈するもの
で、治療において眼圧は最重要の危険因子である。その日内変動を含めた他の臨床因子を加
味し、治療戦略を考える必要があるものの、様々な臨床因子が本症の病勢進行に及ぼす影
響は明らかではない。 
本研究では緑内障の視野進行に及ぼす臨床因子を明らかにする目的で、開放隅角緑内障
患者を視野障害進行群と非進行群に分類し、眼圧日内変動を含めた各臨床因子について、
後ろ向きに比較、検討を行った。その結果、視野障害進行因子として年齢（若年）、眼圧日
内変動パターンは進行群で夜型が有意に多いという結果が得られた。患者の年齢および眼
圧日内変動の結果を加味することは、本症の治療戦略の上で有用であることが示された。 
以上より、本研究結果は緑内障の治療研究において優れたものであり、医学博士授与に
値すると審査委員全員から評価を頂いた。 
 
 
 
 
 
